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令令和和６６年年第第５５回回  議議  員員  全全  員員  協協  議議  会会  令令和和６６年年１１１１月月２２２２日日（（金金））  

開開  催催  
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第５回の全員協議会では８件の案件について説明がありました。こちらでは「こども家庭センター設

置に伴う組織機構改革について」の内容をピックアップして掲載します。 

 

案件 ▼▼案案件件一一覧覧  

１ こども家庭センター設置に伴う組織機構改革について     （※） 

２ 新庁舎建設事業について 

３ 町議会議員の期末手当の改正について 

４ 
町人口ビジョンの改訂（案）及び第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
の策定について 

５ 財政計画及び令和７年度当初予算編成方針概要について 

６ 犯罪被害者等支援条例の制定について 

７ 町立児童館の指定管理者候補者の決定について 

８ 町観光物産協会の法人化について 

 
【（※）案件１ 見直しの背景】 

従来、母子保健機能を担う「子育て世代包括支援センター」と児童福祉機能を担う「子ども家庭

総合支援拠点」がそれぞれの設立の意義や機能に基づき整備されてきましたが、改正児童福祉法で

は、両者が統合された「こども家庭センター」の設置が求められています。現在の保健こども課と

町民課の業務を見直し組織機構改革を実施することで、医療と保健・健康づくり事業が連携し一体

的に各種事業に取り組むことができ、政策公約に掲げる「健
け ん

幸
こ う

まちづくり」実現への期待がもてます。  

庁舎 階 課名 

本
庁
舎 

３Ｆ 議会事務局 

２Ｆ 

総務課 

まちづくり防災課 

政策推進課 

財政管財課 

１Ｆ 

税務課 

会計課 

町町民民課課  

保保健健ここどどもも課課  

介護福祉課 

 

庁舎 階 課名 

本
庁
舎 

３Ｆ 議会事務局 

２Ｆ 

総務課 

まちづくり防災課 

政策推進課 

財政管財課 

１Ｆ 

税務課 

会計課 

町町民民課課  

健健康康保保険険課課（新設）  

子子育育てて支支援援課課（法改正対応）  

介護福祉課 

 

現・行政組織（令和６年４月１日現在） 新・行政組織（令和７年４月１日） 

 

 

 

 

組織体制を見直す

ことで、より効率

的・効果的な支援

を目指すよ 
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区分 
議案 
番号 

▼議案審議一覧 
１０月３０日（水）  全案可決 

議決 
結果 

報告 13 
専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額の決定） 

【概要】町所有車両と一般車両との自動車事故について損害賠償額が確定したもの 
報告 

承認 5 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度一般会計補正予算（第４号）） 

【概要】歳入歳出ともに衆議院議員総選挙に係る経費を追加したもの 
承認 

議案 ６０ 
学校大型提示装置購入契約の締結について 

【概要】町内８小中学校の普通教室等で使用する大型提示装置１０１台の購入を、 

１，０３１万８千円で小岩商店と契約するもの 
可決 

議案 ６１ 
町民交流センター照明器具改修工事請負契約の締結について 

【概要】町民交流センター内全ての照明をＬＥＤ化するため、１億５０５万円で株式会社

パル電装技研と契約するもの 
可決 

議案 ６２ 
令和６年度病院事業会計補正予算（第２号）について 

【概要】資本的支出の既決予定額に７８１万円を追加するもの 
可決 
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１０月 

臨時会 

令令和和６６年年第第２２回回臨臨時時会会はは１１００月月３３００日日にに開開かかれれ、、報報告告１１件件、、承承認認１１

件件、、議議案案３３件件がが審審議議さされれ、、いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  

令令和和６６年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第４４号号））はは歳歳入入  

歳歳出出予予算算額額にに１１，，５５２２３３万万円円をを増増額額しし、、予予算算のの総総額額をを  

１１２２４４億億５５，，２２３３９９万万円円ととししままししたた。。  
 

 
 

【承認第５号】 

専決処分の承認（一般会計補正予算第４号） 

 

問 イオンモール下田に期日前投票所を設置した

が、投票率等に変化はあったか。（楢山
な ら や ま

 忠
ただし

 議員） 

答 昨年から期日前投票所を北公民館に１か所増設

し、前回まで中央公民館で行っていたものをイオ

ンモール下田に移設した。北公民館とイオンモー

ル下田での期日前投票者数は、３年前の衆議院議

員総選挙と比較すると１，１００人ほど増えている。 

 

問 イオンモール下田に設置した期日前投票所の借

り上げ料はどうなっているのか。 

（平野
ひ ら の

 敏彦
と し ひ こ

 議員） 

答 場所は食品館口から入って右側。もとより町の

ＰＲコーナーとして無償提供していただいている

場所なので、借り上げ料は発生しない。 

【議案第６０号】 

学校大型提示装置購入契約 

 

問 大型テレビモニターという認識でよいか。ま

た、８校全てに設置ということだが学校からの

要望か。            （小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員） 

答 お見込のとおり。４、５年前から各学校から要

望はあった。県の働き方改革推進事業費補助金

を活用し整備するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議案第６１号】 

町民交流センター照明器具改修工事請負契約 

 

問 金額が大きい契約だが、入札指名業者が３者し

かない理由は。         （平野
ひ ら の

 敏彦
と し ひ こ

 議員） 

答 基本的な考え方として、町内の業者で対応可

能な工事等については町内業者を指名すること

としている。工事実績から対応可能と判断し、今

回は町内の電気工事登録業者３者を指名した。 
 

 

 
▲町内８小中学校に設置される提示装置 

 

 ▲イオンモール下田内の町ＰＲコーナー 
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令令和和６６年年第第５５回回  議議  員員  全全  員員  協協  議議  会会  令令和和６６年年１１１１月月２２２２日日（（金金））  

開開  催催  
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第５回の全員協議会では８件の案件について説明がありました。こちらでは「こども家庭センター設

置に伴う組織機構改革について」の内容をピックアップして掲載します。 

 

案件 ▼▼案案件件一一覧覧  

１ こども家庭センター設置に伴う組織機構改革について     （※） 

２ 新庁舎建設事業について 

３ 町議会議員の期末手当の改正について 

４ 
町人口ビジョンの改訂（案）及び第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
の策定について 

５ 財政計画及び令和７年度当初予算編成方針概要について 

６ 犯罪被害者等支援条例の制定について 

７ 町立児童館の指定管理者候補者の決定について 

８ 町観光物産協会の法人化について 

 
【（※）案件１ 見直しの背景】 

従来、母子保健機能を担う「子育て世代包括支援センター」と児童福祉機能を担う「子ども家庭

総合支援拠点」がそれぞれの設立の意義や機能に基づき整備されてきましたが、改正児童福祉法で

は、両者が統合された「こども家庭センター」の設置が求められています。現在の保健こども課と

町民課の業務を見直し組織機構改革を実施することで、医療と保健・健康づくり事業が連携し一体

的に各種事業に取り組むことができ、政策公約に掲げる「健
け ん

幸
こ う

まちづくり」実現への期待がもてます。  
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子子育育てて支支援援課課（法改正対応）  

介護福祉課 

 

現・行政組織（令和６年４月１日現在） 新・行政組織（令和７年４月１日） 
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区分 
議案 
番号 

▼議案審議一覧 
１０月３０日（水）  全案可決 

議決 
結果 

報告 13 
専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額の決定） 

【概要】町所有車両と一般車両との自動車事故について損害賠償額が確定したもの 
報告 

承認 5 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度一般会計補正予算（第４号）） 

【概要】歳入歳出ともに衆議院議員総選挙に係る経費を追加したもの 
承認 

議案 ６０ 
学校大型提示装置購入契約の締結について 

【概要】町内８小中学校の普通教室等で使用する大型提示装置１０１台の購入を、 

１，０３１万８千円で小岩商店と契約するもの 
可決 

議案 ６１ 
町民交流センター照明器具改修工事請負契約の締結について 

【概要】町民交流センター内全ての照明をＬＥＤ化するため、１億５０５万円で株式会社

パル電装技研と契約するもの 
可決 

議案 ６２ 
令和６年度病院事業会計補正予算（第２号）について 

【概要】資本的支出の既決予定額に７８１万円を追加するもの 
可決 
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１０月 

臨時会 

令令和和６６年年第第２２回回臨臨時時会会はは１１００月月３３００日日にに開開かかれれ、、報報告告１１件件、、承承認認１１

件件、、議議案案３３件件がが審審議議さされれ、、いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  

令令和和６６年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第４４号号））はは歳歳入入  

歳歳出出予予算算額額にに１１，，５５２２３３万万円円をを増増額額しし、、予予算算のの総総額額をを  

１１２２４４億億５５，，２２３３９９万万円円ととししままししたた。。  
 

 
 

【承認第５号】 

専決処分の承認（一般会計補正予算第４号） 

 

問 イオンモール下田に期日前投票所を設置した

が、投票率等に変化はあったか。（楢山
な ら や ま

 忠
ただし

 議員） 

答 昨年から期日前投票所を北公民館に１か所増設

し、前回まで中央公民館で行っていたものをイオ

ンモール下田に移設した。北公民館とイオンモー

ル下田での期日前投票者数は、３年前の衆議院議

員総選挙と比較すると１，１００人ほど増えている。 

 

問 イオンモール下田に設置した期日前投票所の借

り上げ料はどうなっているのか。 

（平野
ひ ら の

 敏彦
と し ひ こ

 議員） 

答 場所は食品館口から入って右側。もとより町の

ＰＲコーナーとして無償提供していただいている

場所なので、借り上げ料は発生しない。 

【議案第６０号】 

学校大型提示装置購入契約 

 

問 大型テレビモニターという認識でよいか。ま

た、８校全てに設置ということだが学校からの

要望か。            （小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員） 

答 お見込のとおり。４、５年前から各学校から要

望はあった。県の働き方改革推進事業費補助金

を活用し整備するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議案第６１号】 

町民交流センター照明器具改修工事請負契約 

 

問 金額が大きい契約だが、入札指名業者が３者し

かない理由は。         （平野
ひ ら の

 敏彦
と し ひ こ

 議員） 

答 基本的な考え方として、町内の業者で対応可

能な工事等については町内業者を指名すること

としている。工事実績から対応可能と判断し、今

回は町内の電気工事登録業者３者を指名した。 
 

 

 
▲町内８小中学校に設置される提示装置 

 

 ▲イオンモール下田内の町ＰＲコーナー 
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○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○  ５ 

 

特別会計／公営企業会計 補正予算 

特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容 

特
別
会
計 

国民健康保険（第３号） 3,643 万円 23 億 5,754 万円 支出見込額の精査による 

介護保険（第２号） 454 万円 25 億 6,693 万円 給与条例改正等に伴う増額 

後期高齢者医療（第３号） 116 万円 3 億 3,359 万円 給与条例改正等に伴う増額 

公
営
企
業
会
計 

病院事業 

（第３号） 

収益 3,975 万円 11 億 3,102 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

資本 681 万円 4,888 万円 
基本構想・基本計画策定支援等委託料

及び吸引装置更新工事費に対する出資金 

下水道事業 

（第２号） 

収益 241 万円 8 億 8,724 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

資本 39 万円 8 億 8,269 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

※千の位を四捨五入しています。 

令和６年度 

１２月の主な一般会計補正予算（第５号） 

歳入歳出予算額に５億２，５４６万円を増額し、予算の総額を１２９億７，７８６万円としました。 

水田を畑地化する際に要

する土地改良区地区除外

決済金等の経費に対する

補助金（国 10/10） 

 1,884 万円 

除雪用グレーダー１台の

購入費 

〔令和７年度繰越事業〕 

 

 3,630 万円 

 

テニスコート表面のアス

ベスト塗料処理に係る処

分費 

補正額  322 万円 

補正後  813 万円 

 

除雪用車両購入費 

介護福祉施設への非常用

自家発電設置に対する補

助金（国 10/10） 

 

 1,46８万円 

 

 

畑地化促進 

事業補助金 

下田公園テニスコート 

解体工事費 

地域介護・福祉空間整備

等施設整備交付金 

 

[

10
月
臨
時
会]

 
 
 
 

 
 
[

全
員
協
議
会]

 
 
 
 

 
 
[

12
月
定
例
会
議
案]

 
 

 
 
 

 
[

定
例
会
補
正
予
算] 

 
 
 

 
 

[

一
般
質
問 

５
名]

 

 
 

 

 
 

 

【議案第７２号】 

令和６年度一般会計補正予算（第５号） 

 

問 環境保全型農業直接支払交付金の事業内容と

畑地化促進事業補助金１，８８４万円の積算根拠は。      

                   （西館
にしだて

 芳信
よしのぶ

 議員） 

答 環境保全型農業直接支払交付金は化学肥料等

を低減し、環境に配慮し営農している農家に対し

て面積に応じ支払われる。畑地化促進事業補助

金の対象者は３１名、面積は約３０ヘクタール。 

 

バス借上料１日あたりの額は。（佐々木
さ さ き

 勝
まさる

 議員） 

単価契約なので車種や時間で違う。１時間あた

り、大型６，５３０円、中型５，５２０円、小型４，７４０円。 

 

問 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金の対象

施設は。                （大浦
おおうら

 陽子
よ う こ

 議員） 

答 グループホームあゆみの里に６０２万円、ケアハウス

百石荘ゆうゆう庵に８６５万円。 

 

問 除雪車両更新の理由は。    （小向
こむかい

 幸
こう

祐
すけ

 議員） 

答 平成８年に購入した車両の更新。約２８年経過し、不

具合が出るたびに修繕しているが、製造中止しており

部品の調達が困難になるため更新するもの。 

新設 新設 新設

問

答

問 

答 

問

答

４４    ○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○ 

 

区分 
議案 

番号 

▼▼議議案案審審議議一一覧覧  
１１２２月月１１００日日（（火火））  全全案案可可決決  

議決 

結果 

報告 １４ 
専決処分の報告について（自動車破損に係る損害賠償の額の決定） 

【概要】町道瑕疵による自動車破損について損害賠償額が確定したもの 
報告 

議案 ６３ 
犯罪被害者等支援条例の制定について 

【概要】犯罪被害者等支援について基本理念を定め、支援に関する施策の基本となる事項

を定めるもの 
可決 

議案 ６４ 
行政組織条例の一部を改正する条例について 

【概要】行政組織機構の一部見直しに伴い、課の組織及び分掌事務を改めるもの 
可決 

議案 ６５ 
職員定数条例の一部を改正する条例について 

【概要】行政組織機構の見直し及び定員適正化計画改定に伴い、町職員定数を２５３人に

改めるもの 
可決 

議案 ６６ 
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

【概要】議案第６６～６７号は青森県人事委員会勧告に準じて町一般職職員及び特別職の 

期末手当等の支給割合を改めるもの 
可決 

議案 ６７ 特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 ６８ 
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について  

【概要】町特別職の期末手当支給割合の改訂に準じて町議会議員の期末手当の支給割合を

改めるもの 
可決 

議案 ６９ 
町立児童館の指定管理者の指定について 

【概要】株式会社アンフィニを町立児童館の指定管理者として指定するもの 
可決 

議案 ７０ 

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市
町村職員退職手当組合規約の変更について 

【概要】議案７０～７１号は西北五環境整備事務組合が解散することに伴い、同組合規約 

の変更について関係地方公共団体と協議するため提案するもの 

可決 

議案 ７１ 
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村

総合事務組合規約の変更について 
可決 

議案 ７２ 
令和６年度一般会計補正予算（第５号）について 

【概要】歳出では障害者給付費等及び子どものための教育・保育給付費等を増額するもの 
可決 

議案 ７３ 
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

【概要】歳出では保険給付費を増額するもの 
可決 

議案 ７４ 
令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

【概要】議案第７４～７５号は給与条例改正に伴う給与費補正を計上するもの 
可決 

議案 ７５ 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 可決 

議案 ７６ 
令和６年度病院事業会計補正予算（第３号）について 

【概要】収益的収支（※1）の予定額に 3,975 万円を追加し、資本的収支（※2）の予定額に

６８１万円を追加するもの 
可決 

議案 ７７ 
令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号）について 

【概要】収益的収支（※1）の予定額に 241 万円を追加し、資本的収支（※2）の予定額に 39

万円を追加するもの 
可決 

[

10
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一
般
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問 

５
名] 

 
 

 （※1）収益的収支とは、一事業年度の企業の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用。 

（※2）資本的収支とは、建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以降に及ぶものや企業債の元金償還などの費用と、その財源になる収入。 

 １２月 

定例会 
令令和和６６年年第第４４回回定定例例会会はは１１２２月月５５日日かからら１１００日日ままででのの６６日日間間のの日日程程でで開開かかれれ、、

報報告告１１件件、、議議案案１１５５件件がが審審議議さされれ、、いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  

［
12
月
定
例
会
議
案
］
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○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○  ５ 

 

特別会計／公営企業会計 補正予算 

特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容 

特
別
会
計 

国民健康保険（第３号） 3,643 万円 23 億 5,754 万円 支出見込額の精査による 

介護保険（第２号） 454 万円 25 億 6,693 万円 給与条例改正等に伴う増額 

後期高齢者医療（第３号） 116 万円 3 億 3,359 万円 給与条例改正等に伴う増額 

公
営
企
業
会
計 

病院事業 

（第３号） 

収益 3,975 万円 11 億 3,102 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

資本 681 万円 4,888 万円 
基本構想・基本計画策定支援等委託料

及び吸引装置更新工事費に対する出資金 

下水道事業 

（第２号） 

収益 241 万円 8 億 8,724 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

資本 39 万円 8 億 8,269 万円 給与条例改正等に伴う増額等 

※千の位を四捨五入しています。 

令和６年度 

１２月の主な一般会計補正予算（第５号） 

歳入歳出予算額に５億２，５４６万円を増額し、予算の総額を１２９億７，７８６万円としました。 

水田を畑地化する際に要

する土地改良区地区除外

決済金等の経費に対する

補助金（国 10/10） 

 1,884 万円 

除雪用グレーダー１台の

購入費 

〔令和７年度繰越事業〕 

 

 3,630 万円 

 

テニスコート表面のアス

ベスト塗料処理に係る処

分費 

補正額  322 万円 

補正後  813 万円 

 

除雪用車両購入費 

介護福祉施設への非常用

自家発電設置に対する補

助金（国 10/10） 

 

 1,46８万円 

 

 

畑地化促進 

事業補助金 

下田公園テニスコート 

解体工事費 

地域介護・福祉空間整備

等施設整備交付金 

 

[
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[
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【議案第７２号】 

令和６年度一般会計補正予算（第５号） 

 

問 環境保全型農業直接支払交付金の事業内容と

畑地化促進事業補助金１，８８４万円の積算根拠は。      

                   （西館
にしだて

 芳信
よしのぶ

 議員） 

答 環境保全型農業直接支払交付金は化学肥料等

を低減し、環境に配慮し営農している農家に対し

て面積に応じ支払われる。畑地化促進事業補助

金の対象者は３１名、面積は約３０ヘクタール。 

 

バス借上料１日あたりの額は。（佐々木
さ さ き

 勝
まさる

 議員） 

単価契約なので車種や時間で違う。１時間あた

り、大型６，５３０円、中型５，５２０円、小型４，７４０円。 

 

問 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金の対象

施設は。                （大浦
おおうら

 陽子
よ う こ

 議員） 

答 グループホームあゆみの里に６０２万円、ケアハウス

百石荘ゆうゆう庵に８６５万円。 

 

問 除雪車両更新の理由は。    （小向
こむかい

 幸
こう

祐
すけ

 議員） 

答 平成８年に購入した車両の更新。約２８年経過し、不

具合が出るたびに修繕しているが、製造中止しており

部品の調達が困難になるため更新するもの。 

新設 新設 新設

問

答

問 

答 

問

答

４４    ○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○ 

 

区分 
議案 

番号 

▼▼議議案案審審議議一一覧覧  
１１２２月月１１００日日（（火火））  全全案案可可決決  

議決 

結果 

報告 １４ 
専決処分の報告について（自動車破損に係る損害賠償の額の決定） 

【概要】町道瑕疵による自動車破損について損害賠償額が確定したもの 
報告 

議案 ６３ 
犯罪被害者等支援条例の制定について 

【概要】犯罪被害者等支援について基本理念を定め、支援に関する施策の基本となる事項

を定めるもの 
可決 

議案 ６４ 
行政組織条例の一部を改正する条例について 

【概要】行政組織機構の一部見直しに伴い、課の組織及び分掌事務を改めるもの 
可決 

議案 ６５ 
職員定数条例の一部を改正する条例について 

【概要】行政組織機構の見直し及び定員適正化計画改定に伴い、町職員定数を２５３人に

改めるもの 
可決 

議案 ６６ 
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

【概要】議案第６６～６７号は青森県人事委員会勧告に準じて町一般職職員及び特別職の 

期末手当等の支給割合を改めるもの 
可決 

議案 ６７ 特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 ６８ 
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について  

【概要】町特別職の期末手当支給割合の改訂に準じて町議会議員の期末手当の支給割合を

改めるもの 
可決 

議案 ６９ 
町立児童館の指定管理者の指定について 

【概要】株式会社アンフィニを町立児童館の指定管理者として指定するもの 
可決 

議案 ７０ 

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市
町村職員退職手当組合規約の変更について 

【概要】議案７０～７１号は西北五環境整備事務組合が解散することに伴い、同組合規約 

の変更について関係地方公共団体と協議するため提案するもの 

可決 

議案 ７１ 
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村

総合事務組合規約の変更について 
可決 

議案 ７２ 
令和６年度一般会計補正予算（第５号）について 

【概要】歳出では障害者給付費等及び子どものための教育・保育給付費等を増額するもの 
可決 

議案 ７３ 
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

【概要】歳出では保険給付費を増額するもの 
可決 

議案 ７４ 
令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

【概要】議案第７４～７５号は給与条例改正に伴う給与費補正を計上するもの 
可決 

議案 ７５ 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 可決 

議案 ７６ 
令和６年度病院事業会計補正予算（第３号）について 

【概要】収益的収支（※1）の予定額に 3,975 万円を追加し、資本的収支（※2）の予定額に

６８１万円を追加するもの 
可決 

議案 ７７ 
令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号）について 

【概要】収益的収支（※1）の予定額に 241 万円を追加し、資本的収支（※2）の予定額に 39

万円を追加するもの 
可決 
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 （※1）収益的収支とは、一事業年度の企業の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用。 

（※2）資本的収支とは、建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以降に及ぶものや企業債の元金償還などの費用と、その財源になる収入。 

 １２月 

定例会 
令令和和６６年年第第４４回回定定例例会会はは１１２２月月５５日日かからら１１００日日ままででのの６６日日間間のの日日程程でで開開かかれれ、、

報報告告１１件件、、議議案案１１５５件件がが審審議議さされれ、、いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  
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一一  般般  質質  問問  
 

※一問一答方式の場合、６０分の制限時間内

であれば質問の回数に制限はありません。

「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が

原稿を作成しており、スペースの都合上、質

問と答弁を要約しています。 

 

※会議録は議会事務局（本庁舎３階）または

町ホームページで閲覧できます。また、本会

議場で傍聴することもできます。 

 

ページ 議員（質問順） 主な質問項目 

７ 西 館
に し だ て

 芳 信
よ し の ぶ

 議員 
・町長の行政経営の姿勢について問う 

・町政の効率的運営について問う 

８ 楢山
な ら や ま

  忠
ただし

 議員 

・第５０回衆議院議員総選挙の投票率は 

・災害時の避難所環境改善を 

・山林保全対策について問う 

・ボランティア保険について問う 

９ 沢
さ わ

尾
お

 宏 之
ひ ろ ゆ き

 議員 

・老朽化対策について問う 

・病院の立地について問う 

・病院の広報強化を 

１０ 平 野
ひ ら の

 敏 彦
と し ひ こ

 議員 

・町の農福連携の取り組みについて問う 

・空き家解消の対策は 

・不登校の実態について問う 

１１ 小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員 ・学校給食の取り組みについて問う 

 

一般質問とは、年４回の定例会で行われ、議員が

町の執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針

について、所信や疑問をただすことです。現行の政

策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど

の目的効果があります。 

１２月定例会では５人の議員が登壇し、質問を行

いました。ここでは、質問と答弁を要約した内容（７

頁から１１頁まで）を登壇順（質問順）にお知らせ

します。 
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町町長長のの行行政政経経営営のの姿姿勢勢ににつついいてて問問うう  

問問    町町長長はは１１１１月月２２２２日日のの議議員員全全員員協協議議会会でで「「我我がが町町

ははココンンビビニニななどどがが進進出出ししててききてておおりり、、農農家家のの農農作作業業にに

はは外外国国人人労労働働力力でではは足足ららなないいくくららいい働働くく場場所所ががああるる

かからら企企業業誘誘致致ははししななくくててももいいいいとと思思っってていいるる」」とと発発言言

ししたた。。ここのの発発言言のの真真意意をを問問うう。。  

答答  本意でない部分を取り上げられている。 

第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）の報

告案件で、３名の議員から、働く場がない、町の企業

誘致が手ぬるいといった類の指摘を受けた。これに

対し、選り好みしなければ働く場所はあるし人手不足

で外国人を雇用している状況、周辺３市を含めて広

域的に見れば働く環境には恵まれている、誘致しなく

ても企業の方から選んでもらえる町である、という３

つの理由から「あえて、多額の投資をしてインフラ整

備をし、新たな工業団地を造成してまで企業誘致す

ることは考えていない」と答弁したものである。 

問問    「「定定期期人人事事異異動動にに関関しし、、本本年年もも事事前前のの配配置置希希望望がが

採採らられれてていいなないい」」とといいうう言言葉葉をを複複数数職職員員かからら耳耳ににしし

たた。。人人権権擁擁護護、、行行政政のの効効率率的的運運用用上上のの観観点点かかららもも極極

めめてて重重大大なな問問題題とといいええるる。。ここれれはは町町長長がが承承知知ししてていいるる

ここととななののかか、、ここののここととにに対対すするる町町のの対対応応とと今今後後のの考考ええ

方方はは。。  

答答    本年４月の人事異動に際し、全ての職員から調書

を提出させる方法から、個別に申し出たい事情等が

あれば調書を提出する方法に見直しした。実際に個

別に調書を提出した数名の職員がおり考慮され、人

事異動の調整作業は支障なく進められた。今後も同

様に対応していく考えである。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

町町政政のの効効率率的的運運営営ににつついいてて問問うう  

問問    我我がが町町のの経経常常収収支支比比率率はは１１００００万万円円のの財財政政ががああっっ

ててもも９９４４万万７７千千円円はは既既にに使使いい道道がが決決ままっってておおりり、、自自由由にに

使使ええるる分分はは５５万万３３千千円円だだけけとといいうう危危機機的的状状況況だだ。。  

行行政政運運営営のの観観点点かからら問問ううがが、、新新庁庁舎舎建建設設前前にに示示ささ

れれるるべべきき、、町町保保有有のの既既存存建建物物、、分分庁庁舎舎やや本本庁庁舎舎のの跡跡

地地にに対対すするる見見解解をを一一切切示示ししてていいなないい。。そそれれどどこころろかか、、

本本年年度度はは築築４４００年年前前後後のの一一川川目目生生活活会会館館をを、、同同様様のの

目目的的でで建建設設さされれたたココミミュュニニテティィ会会館館がが隣隣接接ししてていいるるにに

もも関関わわららずず、、３３千千万万円円有有余余のの財財政政をを投投じじてて改改修修ししたた。。  
ままたた、、廃廃屋屋同同然然のの旧旧深深沢沢地地区区生生活活会会館館のの処処分分措措

置置ににつついいてて町町長長のの考考ええはは。。  

答答  旧庁舎の取扱いについては、合併特例債活用期

限等作業工程の関わりから新庁舎建設に向けた作

業を優先しつつ、並行して公共施設マネジメントの観

点から内部検討している。なお、一川目生活会館の改

修は町内会の要望に沿った適切な対応であったと考

えている。 

また、閉鎖中の旧深沢地区生活会館については防

衛省補助の処分制限期間経過後の令和１４年度以

降に除却処分を行う予定としている。 

問問    一一川川目目南南のの大大津津波波避避難難場場所所にに建建物物ははおおろろかか、、避避

難難者者をを降降雪雪、、風風かからら防防護護すするる何何のの設設備備装装備備ももなないい状状

態態でで、、ままここととにに心心ももととなないい。。改改めめてて、、ここのの場場所所のの指指定定趣趣

旨旨、、及及びび避避難難所所のの定定義義をを教教示示願願いいたたいい。。 

答答  一川目南の大津波避難場所は、大津波警報発表

時の指定緊急避難場所であり、最大クラスの津波の

浸水区域から外れた、建物等の有無を問わない避難

目標の場所であり「居住者等が災害から命を守る

ために緊急的に避難する場所」として指定しているもの。 

一方、指定（一般）避難所は「避難した居住者等

が災害の危険がなくなるまで一定期間滞在し、又は 

災害により自宅へ

戻れなくなった居住

者等が一時的に滞

在する施設」となる

ので、災害に影響

の少ない建物を指

定しているもの。 

 

 

町の行政運営は適切か 

西館
にしだて

 芳信
よしのぶ

 議員 

  

 

 

 
 

▲一川目南の大津波避難場所看板 
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一一  般般  質質  問問  
 

※一問一答方式の場合、６０分の制限時間内

であれば質問の回数に制限はありません。

「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が

原稿を作成しており、スペースの都合上、質

問と答弁を要約しています。 

 

※会議録は議会事務局（本庁舎３階）または

町ホームページで閲覧できます。また、本会

議場で傍聴することもできます。 

 

ページ 議員（質問順） 主な質問項目 

７ 西 館
に し だ て

 芳 信
よ し の ぶ

 議員 
・町長の行政経営の姿勢について問う 

・町政の効率的運営について問う 

８ 楢山
な ら や ま

  忠
ただし

 議員 

・第５０回衆議院議員総選挙の投票率は 

・災害時の避難所環境改善を 

・山林保全対策について問う 

・ボランティア保険について問う 

９ 沢
さ わ

尾
お

 宏 之
ひ ろ ゆ き

 議員 

・老朽化対策について問う 

・病院の立地について問う 

・病院の広報強化を 

１０ 平 野
ひ ら の

 敏 彦
と し ひ こ

 議員 

・町の農福連携の取り組みについて問う 

・空き家解消の対策は 

・不登校の実態について問う 

１１ 小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員 ・学校給食の取り組みについて問う 

 

一般質問とは、年４回の定例会で行われ、議員が

町の執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針

について、所信や疑問をただすことです。現行の政

策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど

の目的効果があります。 

１２月定例会では５人の議員が登壇し、質問を行

いました。ここでは、質問と答弁を要約した内容（７

頁から１１頁まで）を登壇順（質問順）にお知らせ

します。 
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町町長長のの行行政政経経営営のの姿姿勢勢ににつついいてて問問うう  

問問    町町長長はは１１１１月月２２２２日日のの議議員員全全員員協協議議会会でで「「我我がが町町

ははココンンビビニニななどどがが進進出出ししててききてておおりり、、農農家家のの農農作作業業にに

はは外外国国人人労労働働力力でではは足足ららなないいくくららいい働働くく場場所所ががああるる

かからら企企業業誘誘致致ははししななくくててももいいいいとと思思っってていいるる」」とと発発言言

ししたた。。ここのの発発言言のの真真意意をを問問うう。。  

答答  本意でない部分を取り上げられている。 

第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）の報

告案件で、３名の議員から、働く場がない、町の企業

誘致が手ぬるいといった類の指摘を受けた。これに

対し、選り好みしなければ働く場所はあるし人手不足

で外国人を雇用している状況、周辺３市を含めて広

域的に見れば働く環境には恵まれている、誘致しなく

ても企業の方から選んでもらえる町である、という３

つの理由から「あえて、多額の投資をしてインフラ整

備をし、新たな工業団地を造成してまで企業誘致す

ることは考えていない」と答弁したものである。 

問問    「「定定期期人人事事異異動動にに関関しし、、本本年年もも事事前前のの配配置置希希望望がが

採採らられれてていいなないい」」とといいうう言言葉葉をを複複数数職職員員かからら耳耳ににしし

たた。。人人権権擁擁護護、、行行政政のの効効率率的的運運用用上上のの観観点点かかららもも極極

めめてて重重大大なな問問題題とといいええるる。。ここれれはは町町長長がが承承知知ししてていいるる

ここととななののかか、、ここののここととにに対対すするる町町のの対対応応とと今今後後のの考考ええ

方方はは。。  

答答    本年４月の人事異動に際し、全ての職員から調書

を提出させる方法から、個別に申し出たい事情等が

あれば調書を提出する方法に見直しした。実際に個

別に調書を提出した数名の職員がおり考慮され、人

事異動の調整作業は支障なく進められた。今後も同

様に対応していく考えである。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

町町政政のの効効率率的的運運営営ににつついいてて問問うう  

問問    我我がが町町のの経経常常収収支支比比率率はは１１００００万万円円のの財財政政ががああっっ

ててもも９９４４万万７７千千円円はは既既にに使使いい道道がが決決ままっってておおりり、、自自由由にに

使使ええるる分分はは５５万万３３千千円円だだけけとといいうう危危機機的的状状況況だだ。。  

行行政政運運営営のの観観点点かからら問問ううがが、、新新庁庁舎舎建建設設前前にに示示ささ

れれるるべべきき、、町町保保有有のの既既存存建建物物、、分分庁庁舎舎やや本本庁庁舎舎のの跡跡

地地にに対対すするる見見解解をを一一切切示示ししてていいなないい。。そそれれどどこころろかか、、

本本年年度度はは築築４４００年年前前後後のの一一川川目目生生活活会会館館をを、、同同様様のの

目目的的でで建建設設さされれたたココミミュュニニテティィ会会館館がが隣隣接接ししてていいるるにに

もも関関わわららずず、、３３千千万万円円有有余余のの財財政政をを投投じじてて改改修修ししたた。。  
ままたた、、廃廃屋屋同同然然のの旧旧深深沢沢地地区区生生活活会会館館のの処処分分措措

置置ににつついいてて町町長長のの考考ええはは。。  

答答  旧庁舎の取扱いについては、合併特例債活用期

限等作業工程の関わりから新庁舎建設に向けた作

業を優先しつつ、並行して公共施設マネジメントの観

点から内部検討している。なお、一川目生活会館の改

修は町内会の要望に沿った適切な対応であったと考

えている。 

また、閉鎖中の旧深沢地区生活会館については防

衛省補助の処分制限期間経過後の令和１４年度以

降に除却処分を行う予定としている。 

問問    一一川川目目南南のの大大津津波波避避難難場場所所にに建建物物ははおおろろかか、、避避

難難者者をを降降雪雪、、風風かからら防防護護すするる何何のの設設備備装装備備ももなないい状状

態態でで、、ままここととにに心心ももととなないい。。改改めめてて、、ここのの場場所所のの指指定定趣趣

旨旨、、及及びび避避難難所所のの定定義義をを教教示示願願いいたたいい。。 

答答  一川目南の大津波避難場所は、大津波警報発表

時の指定緊急避難場所であり、最大クラスの津波の

浸水区域から外れた、建物等の有無を問わない避難

目標の場所であり「居住者等が災害から命を守る

ために緊急的に避難する場所」として指定しているもの。 

一方、指定（一般）避難所は「避難した居住者等

が災害の危険がなくなるまで一定期間滞在し、又は 

災害により自宅へ

戻れなくなった居住

者等が一時的に滞

在する施設」となる

ので、災害に影響

の少ない建物を指

定しているもの。 
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老老朽朽化化対対策策ににつついいてて問問うう  

問問    非非常常時時ににおおいいてて医医療療行行為為をを適適切切にに継継続続すするるたためめ

にに非非常常用用発発電電機機はは重重要要だだがが、、当当病病院院にに設設置置さされれてていい

るる非非常常用用発発電電機機はは、、過過去去にに始始動動ががででききずず支支障障ががああっっ

たた。。どどののよよううなな対対策策をを講講じじたたののかか。。  

答答  今年６月の点検時に自家発電機が始動しないと

の報告を受け、ただちに院内緊急会議を開催し、停

電時における職員体制を整備するとともに、非常用発

電機の配備、専門業者へ依頼し修繕を行った。対策

として、次年度から専門業者による年２回のメンテナ

スを行うこととしている。 

問問    経経年年劣劣化化ととととももにに不不具具合合もも増増ええるるとと思思わわれれるるがが、、今今

後後のの更更新新計計画画ににつついいてて伺伺うう。。  

答答  ご指摘のとおり、経年劣化による不具合が増えるこ

とが懸念されるが、更新に伴う入院患者等への影響、

多額の費用を要すること、新病院建設の状況等を踏

まえ、更新計画は事後保全としている。  
  

病病院院のの立立地地ににつついいてて問問うう  

問問    当当病病院院はは浸浸水水想想定定区区域域にに立立地地ししてておおりり、、水水害害時時にに

必必要要なな医医療療をを提提供供ででききなないい懸懸念念ががああるる。。施施設設もも老老朽朽

化化ししてておおりり、、大大規規模模なな改改修修やや改改築築もも必必要要。。当当病病院院はは災災

害害時時のの拠拠点点施施設設ととななるるここととかからら早早期期のの新新築築着着工工がが必必

要要とと考考ええるる。。場場合合にによよっっててはは新新庁庁舎舎よよりりもも早早期期にに対対応応

すすべべききとと考考ええるるがが。。  

答答  ご指摘のとおり早期の大規模改修や新築が必要

であると認識している。これまでの経緯を踏まえ、移転

新築とし、２つの観点で取り組みを進める。 

１つ目は新庁舎と連携し、新庁舎の工程に合わせ

て取り組みを進める。２つ目は新病院の経営計画に

ついて、病院が主体となって取り組みを進める。この２

つの観点をもって作業を進め、経過に応じて議会へ

の報告を行っていく。 

問問    北北部部地地区区のの住住民民のの利利用用がが低低迷迷しし、、近近隣隣へへのの通通院院

がが多多いいよよううだだがが、、当当病病院院へへのの交交通通のの便便がが悪悪いいこことともも

一一因因ででああるるとと思思うう。。通通院院さされれたた方方ににはは町町民民ババススのの無無

料料券券がが支支給給さされれてていいるるがが、、町町民民ババススのの利利用用状状況況はは。。  
  

  

答答  当院通院者の無料券支給による前年度の利用状

況は、町民バスが１２人、おいらバスが７５７人の合計 

７６９人。町民バス利用者へ復路２００円、おいらバス

利用者へ復路３００円の無料券を発行している。 
  

問問    町町民民ババススのの無無料料券券のの配配布布をを徹徹底底しし、、町町民民にに対対ししてて

利利用用ででききるるここととをを広広くく周周知知すするるここととでで北北部部地地域域のの住住民民

もも当当病病院院のの診診療療をを受受けけややすすくくななるるとと思思ううがが、、町町民民ババスス

はは運運行行本本数数もも少少ななくく時時間間調調整整がが難難ししいいたためめ、、おおいいらら

ババススへへのの通通院院補補助助をを往往復復分分検検討討すすべべききでではは。。公公共共交交

通通ササーービビススをを整整備備すするるこことともも当当病病院院のの赤赤字字をを解解消消すす

るる一一助助ににななるるとと思思ううがが。。 

答答  現在の運用は会計時に受診者からの申し出により

無料券を発行している。今後は院内窓口に掲示、広

報やホームページ等で広く周知していく。 

往路の無料券を発行する場合、利用者の確認が

困難であるなど対応が難しいので、現行の運用を継

続していく。  

要要望望    おおいいららババススがが予予約約のの時時間間にに来来なないい等等のの問問題題がが

ああるるののでで検検討討ししてていいたただだききたたいい。。  
  

病病院院のの広広報報強強化化をを  

問問    当当病病院院はは町町民民にに寄寄りり添添っったた施施設設とと認認識識ししてていいるる。。

看看護護師師はは積積極極的的にに患患者者へへ声声掛掛けけしし、、待待合合室室でで具具合合がが

悪悪いい方方ににもも常常にに目目がが届届いいてていいるるよよううだだっったた。。医医師師のの技技

術術力力もも高高くく医医療療機機器器もも最最先先端端にに近近いいももののがが導導入入ささ

れれ、、患患者者かかららのの信信頼頼とと町町民民のの安安心心感感のの醸醸成成にに寄寄与与しし

てていいるる。。一一方方、、通通院院ししたたここととががなないい町町民民にに対対ししてて、、病病院院

のの状状況況がが必必ずずししもも周周知知さされれてていいなないい。。町町民民にに広広くく周周

知知すするるたためめににもも広広報報のの強強化化をを図図るるべべききでではは。。  

答答  昨今の厳しい経営環境の中でもスタッフが一丸と

なって患者のサービス向上に努めている。広く町民に 

知っていただくこと

は双方にとって有

意義なことである

ので、今後、広報等

による周知や町ホ

ームページの充実

を図っていく。 
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答答  現在、町内山林では確認されていない。県では定

期的に探査や監視を行っている。対策として、昆虫の

流入防止のため、被害のあった自治体から木材を持

ち込まない。昆虫の活動期にあたる６月から９月に伐

採しない。葉の変色等を見つけたら県や市町村へ連

絡する。これらは町ホームページにも掲載している。  

問問    町町内内のの多多くくのの山山林林はは伐伐採採後後のの管管理理がが不不十十分分ななたた

めめ藪藪状状態態ととななっってていいるるととこころろがが見見受受けけらられれるるがが、、苗苗木木

植植樹樹等等金金銭銭的的補補助助のの考考ええははなないいかか。。  

答答  山林伐採後の管理は、造林等の計画を含めて伐

採届を提出することになっている。町からの補助は考

えていないが、造林する場合は国や県により約７割の

費用助成される制度があるため、この制度を活用し

た適正な管理をお願いしていく。 
  

ボボラランンテティィアア保保険険ににつついいてて問問うう  

問問    町町でで加加入入ししてていいるるボボラランンテティィアア保保険険はは各各民民間間ボボララ

ンンテティィアア団団体体ににもも適適用用すするるとと認認識識ししてていいるるがが、、そそのの範範

囲囲とと、、事事故故原原因因がが災災害害、、気気候候等等自自然然がが起起因因すするる場場合合

はは適適用用さされれなないいももののかか。。  

答答  町加入の八戸圏域住民活動保険は公益的なまち

づくりを広く支援するもので「傷害保険」と「損害賠

償責任保険」の２種類ある。 

疾病及び地震や津波などの天災、気候等自然に

起因する場合は対象とならない。なお、食中毒や熱

中症は対象となる。  

問問    ああるる民民間間ボボラランンテティィアア団団体体でで、、活活動動中中にに雪雪のの寒寒ささ

がが起起因因しし体体調調不不良良かかららケケガガををしし入入院院ししたたがが、、保保険険はは

認認めめらられれななかかっったた。。誤誤解解がが生生じじなないいよようう、、ももうう一一度度各各

ボボラランンテティィアア団団体体にに適適用用内内容容等等をを説説明明すするる考考ええははなな

いいかか。。  

答答  保険内容については毎年、町内会長連絡会議で

の説明や町ホームページで周知は行っている。各民

間ボランティア団体にも内容が届くよう、周知方法を

検討していきたい。 

雪が降る寒い中、倒れてケガをされ活動に支障を

きたしているようですが、一刻も早い回復を願ってお

ります。  

第第５５００回回衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙のの投投票票率率はは  

問問    １１００月月２２７７日日執執行行のの衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙のの投投票票率率

とと、、前前回回（（第第４４９９回回））ととのの比比較較はは。。ままたた投投票票率率のの低低いい年年

代代はは。。  

答答  今回の投票率は５０.３３％。前回に比べ３.０６％低

くなっている。これは当町に限ったことでなく国全体

でも低い状況。当町は上北郡内では最も高い投票

率だった。 

年代別で集計管理はしていないが、国調査による

と第２区では１８、１９歳の投票率は５０％だった。 

問問    低低いい中中ににああっっててもも二二川川目目生生活活会会館館はは前前回回比比約約

２２％％増増ととななっってていいるるがが、、原原因因とと分分析析はは。。  

答答  他の投票区に比べて有権者数の減少率が大きい

一方で、投票者数の減少率は小さいので、投票率が

上がった形となった。 

問問    来来年年ににはは参参議議院院議議員員通通常常選選挙挙ががああるるがが、、投投票票率率

向向上上たためめのの対対策策はは。。  

答答  国政選挙は従前から投票率が低い状況にある

が、町明るい選挙推進協議会と連携して投票率向上

に取り組んでいく。 
  

災災害害時時のの避避難難所所環環境境改改善善をを  

問問    １１１１月月１１００日日のの新新聞聞報報道道でで、、政政府府はは防防災災備備蓄蓄品品のの

導導入入費費用用をを補補助助すするる方方針針をを固固めめたたととああっったたがが、、町町のの

トトイイレレ、、暖暖房房器器具具、、キキッッチチンンカカーー、、生生活活用用水水等等環環境境対対

策策をを整整備備すするる考考ええははなないいかか。。  

答答  今後、国等から示される地方創生交付金の一部

を活用した避難所の環境改善に向けた具体的な補

助メニュー等を注視し、環境対策の充実についても

検討していきたい。 
  

山山林林保保全全対対策策ににつついいてて問問うう  

問問    県県内内ののナナララ枯枯れれ被被害害がが過過去去最最多多とと報報道道さされれ、、下下

北北、、上上北北ででもも初初確確認認ととああっったたがが、、町町内内山山林林ででのの被被害害

確確認認とと調調査査及及びび対対策策はは。。  
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老老朽朽化化対対策策ににつついいてて問問うう  

問問    非非常常時時ににおおいいてて医医療療行行為為をを適適切切にに継継続続すするるたためめ

にに非非常常用用発発電電機機はは重重要要だだがが、、当当病病院院にに設設置置さされれてていい

るる非非常常用用発発電電機機はは、、過過去去にに始始動動ががででききずず支支障障ががああっっ

たた。。どどののよよううなな対対策策をを講講じじたたののかか。。  

答答  今年６月の点検時に自家発電機が始動しないと

の報告を受け、ただちに院内緊急会議を開催し、停

電時における職員体制を整備するとともに、非常用発

電機の配備、専門業者へ依頼し修繕を行った。対策

として、次年度から専門業者による年２回のメンテナ

スを行うこととしている。 

問問    経経年年劣劣化化ととととももにに不不具具合合もも増増ええるるとと思思わわれれるるがが、、今今

後後のの更更新新計計画画ににつついいてて伺伺うう。。  

答答  ご指摘のとおり、経年劣化による不具合が増えるこ

とが懸念されるが、更新に伴う入院患者等への影響、

多額の費用を要すること、新病院建設の状況等を踏

まえ、更新計画は事後保全としている。  
  

病病院院のの立立地地ににつついいてて問問うう  

問問    当当病病院院はは浸浸水水想想定定区区域域にに立立地地ししてておおりり、、水水害害時時にに

必必要要なな医医療療をを提提供供ででききなないい懸懸念念ががああるる。。施施設設もも老老朽朽

化化ししてておおりり、、大大規規模模なな改改修修やや改改築築もも必必要要。。当当病病院院はは災災

害害時時のの拠拠点点施施設設ととななるるここととかからら早早期期のの新新築築着着工工がが必必

要要とと考考ええるる。。場場合合にによよっっててはは新新庁庁舎舎よよりりもも早早期期にに対対応応

すすべべききとと考考ええるるがが。。  

答答  ご指摘のとおり早期の大規模改修や新築が必要

であると認識している。これまでの経緯を踏まえ、移転

新築とし、２つの観点で取り組みを進める。 

１つ目は新庁舎と連携し、新庁舎の工程に合わせ

て取り組みを進める。２つ目は新病院の経営計画に

ついて、病院が主体となって取り組みを進める。この２

つの観点をもって作業を進め、経過に応じて議会へ

の報告を行っていく。 

問問    北北部部地地区区のの住住民民のの利利用用がが低低迷迷しし、、近近隣隣へへのの通通院院

がが多多いいよよううだだがが、、当当病病院院へへのの交交通通のの便便がが悪悪いいこことともも

一一因因ででああるるとと思思うう。。通通院院さされれたた方方ににはは町町民民ババススのの無無

料料券券がが支支給給さされれてていいるるがが、、町町民民ババススのの利利用用状状況況はは。。  
  

  

答答  当院通院者の無料券支給による前年度の利用状

況は、町民バスが１２人、おいらバスが７５７人の合計 

７６９人。町民バス利用者へ復路２００円、おいらバス

利用者へ復路３００円の無料券を発行している。 
  

問問    町町民民ババススのの無無料料券券のの配配布布をを徹徹底底しし、、町町民民にに対対ししてて

利利用用ででききるるここととをを広広くく周周知知すするるここととでで北北部部地地域域のの住住民民

もも当当病病院院のの診診療療をを受受けけややすすくくななるるとと思思ううがが、、町町民民ババスス

はは運運行行本本数数もも少少ななくく時時間間調調整整がが難難ししいいたためめ、、おおいいらら

ババススへへのの通通院院補補助助をを往往復復分分検検討討すすべべききでではは。。公公共共交交

通通ササーービビススをを整整備備すするるこことともも当当病病院院のの赤赤字字をを解解消消すす

るる一一助助ににななるるとと思思ううがが。。 

答答  現在の運用は会計時に受診者からの申し出により

無料券を発行している。今後は院内窓口に掲示、広

報やホームページ等で広く周知していく。 

往路の無料券を発行する場合、利用者の確認が

困難であるなど対応が難しいので、現行の運用を継

続していく。  

要要望望    おおいいららババススがが予予約約のの時時間間にに来来なないい等等のの問問題題がが

ああるるののでで検検討討ししてていいたただだききたたいい。。  
  

病病院院のの広広報報強強化化をを  

問問    当当病病院院はは町町民民にに寄寄りり添添っったた施施設設とと認認識識ししてていいるる。。

看看護護師師はは積積極極的的にに患患者者へへ声声掛掛けけしし、、待待合合室室でで具具合合がが

悪悪いい方方ににもも常常にに目目がが届届いいてていいるるよよううだだっったた。。医医師師のの技技

術術力力もも高高くく医医療療機機器器もも最最先先端端にに近近いいももののがが導導入入ささ

れれ、、患患者者かかららのの信信頼頼とと町町民民のの安安心心感感のの醸醸成成にに寄寄与与しし

てていいるる。。一一方方、、通通院院ししたたここととががなないい町町民民にに対対ししてて、、病病院院

のの状状況況がが必必ずずししもも周周知知さされれてていいなないい。。町町民民にに広広くく周周

知知すするるたためめににもも広広報報のの強強化化をを図図るるべべききでではは。。  

答答  昨今の厳しい経営環境の中でもスタッフが一丸と

なって患者のサービス向上に努めている。広く町民に 

知っていただくこと

は双方にとって有

意義なことである

ので、今後、広報等

による周知や町ホ

ームページの充実

を図っていく。 
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答答  現在、町内山林では確認されていない。県では定

期的に探査や監視を行っている。対策として、昆虫の

流入防止のため、被害のあった自治体から木材を持

ち込まない。昆虫の活動期にあたる６月から９月に伐

採しない。葉の変色等を見つけたら県や市町村へ連

絡する。これらは町ホームページにも掲載している。  

問問    町町内内のの多多くくのの山山林林はは伐伐採採後後のの管管理理がが不不十十分分ななたた

めめ藪藪状状態態ととななっってていいるるととこころろがが見見受受けけらられれるるがが、、苗苗木木

植植樹樹等等金金銭銭的的補補助助のの考考ええははなないいかか。。  

答答  山林伐採後の管理は、造林等の計画を含めて伐

採届を提出することになっている。町からの補助は考

えていないが、造林する場合は国や県により約７割の

費用助成される制度があるため、この制度を活用し

た適正な管理をお願いしていく。 
  

ボボラランンテティィアア保保険険ににつついいてて問問うう  

問問    町町でで加加入入ししてていいるるボボラランンテティィアア保保険険はは各各民民間間ボボララ

ンンテティィアア団団体体ににもも適適用用すするるとと認認識識ししてていいるるがが、、そそのの範範

囲囲とと、、事事故故原原因因がが災災害害、、気気候候等等自自然然がが起起因因すするる場場合合

はは適適用用さされれなないいももののかか。。  

答答  町加入の八戸圏域住民活動保険は公益的なまち

づくりを広く支援するもので「傷害保険」と「損害賠

償責任保険」の２種類ある。 

疾病及び地震や津波などの天災、気候等自然に

起因する場合は対象とならない。なお、食中毒や熱

中症は対象となる。  

問問    ああるる民民間間ボボラランンテティィアア団団体体でで、、活活動動中中にに雪雪のの寒寒ささ

がが起起因因しし体体調調不不良良かかららケケガガををしし入入院院ししたたがが、、保保険険はは

認認めめらられれななかかっったた。。誤誤解解がが生生じじなないいよようう、、ももうう一一度度各各

ボボラランンテティィアア団団体体にに適適用用内内容容等等をを説説明明すするる考考ええははなな

いいかか。。  

答答  保険内容については毎年、町内会長連絡会議で

の説明や町ホームページで周知は行っている。各民

間ボランティア団体にも内容が届くよう、周知方法を

検討していきたい。 

雪が降る寒い中、倒れてケガをされ活動に支障を

きたしているようですが、一刻も早い回復を願ってお

ります。  

第第５５００回回衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙のの投投票票率率はは  

問問    １１００月月２２７７日日執執行行のの衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙のの投投票票率率

とと、、前前回回（（第第４４９９回回））ととのの比比較較はは。。ままたた投投票票率率のの低低いい年年

代代はは。。  

答答  今回の投票率は５０.３３％。前回に比べ３.０６％低

くなっている。これは当町に限ったことでなく国全体

でも低い状況。当町は上北郡内では最も高い投票

率だった。 

年代別で集計管理はしていないが、国調査による

と第２区では１８、１９歳の投票率は５０％だった。 

問問    低低いい中中ににああっっててもも二二川川目目生生活活会会館館はは前前回回比比約約

２２％％増増ととななっってていいるるがが、、原原因因とと分分析析はは。。  

答答  他の投票区に比べて有権者数の減少率が大きい

一方で、投票者数の減少率は小さいので、投票率が

上がった形となった。 

問問    来来年年ににはは参参議議院院議議員員通通常常選選挙挙ががああるるがが、、投投票票率率

向向上上たためめのの対対策策はは。。  

答答  国政選挙は従前から投票率が低い状況にある

が、町明るい選挙推進協議会と連携して投票率向上

に取り組んでいく。 
  

災災害害時時のの避避難難所所環環境境改改善善をを  

問問    １１１１月月１１００日日のの新新聞聞報報道道でで、、政政府府はは防防災災備備蓄蓄品品のの

導導入入費費用用をを補補助助すするる方方針針をを固固めめたたととああっったたがが、、町町のの

トトイイレレ、、暖暖房房器器具具、、キキッッチチンンカカーー、、生生活活用用水水等等環環境境対対

策策をを整整備備すするる考考ええははなないいかか。。  

答答  今後、国等から示される地方創生交付金の一部

を活用した避難所の環境改善に向けた具体的な補

助メニュー等を注視し、環境対策の充実についても

検討していきたい。 
  

山山林林保保全全対対策策ににつついいてて問問うう  

問問    県県内内ののナナララ枯枯れれ被被害害がが過過去去最最多多とと報報道道さされれ、、下下

北北、、上上北北ででもも初初確確認認ととああっったたがが、、町町内内山山林林ででのの被被害害

確確認認とと調調査査及及びび対対策策はは。。  
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町町のの農農福福連連携携のの取取りり組組みみににつついいてて問問うう  

問問    国国のの「「農農福福連連携携推推進進ビビジジョョンン」」にに掲掲げげらられれたた課課題題

のの内内容容はは。。  

答答  「知られていない」は、農福連携という言葉は耳に

する機会が増えているが、その取り組み自体がよく知

られていないこと。「踏み出しにくい」は、どのようには

じめていいか分からない、手間や費用が掛かるので

はないかといった思いがあること。「広がっていかな

い」は、すでに取り組んでいる農業者や福祉事業所

もあるが、社会全体への広がりが見えにくいことなど

が挙げられる。 

問問    町町のの取取りり組組みみ経経過過ににつついいてて  

答答  これまで町の具体的な取り組みはない。県では、

県内６地域すべての県民局が中心となり連絡協議

会等で農福連携を推進している。上北地域県民局

での連携会議には当町を含め管内市町村の農業と

福祉部門の他、各事業所等が参画し、広域的な取り

組みにより農福連携施策を実践している。  

問問    当当町町ででもも障障ががいい者者のの農農作作業業をを支支援援すするる「「農農業業ジジョョ

ブブトトレレーーナナーー」」のの養養成成はは必必要要とと思思ううがが。。  

答答  障がい者がスムーズに作業に取り組めるように支

援するジョブトレーナーの存在は欠かせないものと思

っている。県がそのための講座を開催していることか

ら、その機会を活用して多くの方に周知を図っていき

たい。 
  

空空きき家家解解消消のの対対策策はは  

問問    法法改改正正にによよるる「「空空きき家家」」「「特特定定空空きき家家」」「「管管理理不不全全

空空きき家家」」のの定定義義はは。。  

答答  「空き家」は「空き家等」として居住その他の使用

がなされていない状態のものが「空き家」で立木そ

の他を含むその敷地を「等」として「空き家等」。「特

定空き家等」はそのまま放置すれば倒壊もしくは保

安上危険となる恐れのある状態。「管理不全空き家

等」はそのまま放置すれば特定空き家等になる恐れ

のある状態。 
 

問問    町町内内のの「「空空きき家家等等」」「「特特定定空空きき家家等等」」「「管管理理不不全全空空

きき家家等等」」のの町町内内別別実実態態はは。。  

答答  今年度に把握した空き家等は３９７戸。このうち、D

ランクと言われる利活用が不可能な空き家は６戸あ

り、今後、管理不全空き家等と特定空き家等に位置

付けることになる。  

再再    利利活活用用がが不不可可能能なな空空きき家家はは二二川川目目地地区区だだけけででもも

６６戸戸以以上上ああるる。。町町内内全全体体のの実実態態だだとと５５００戸戸以以上上ああるるとと

思思ううがが数数字字のの根根拠拠はは。。  

答答  平成２７年度に調査した数字を基に増減している。

除却した空き家は把握しているが、新たにＤランクと

なった空き家については更新できていない。  

問問    空空きき家家解解消消にに向向けけたたここれれままででのの取取りり組組みみはは。。  

答答  平成２７年度に空家の実態調査及びシステム構

築、２８年度に空家バンクの創設、３０年度に空家等

対策計画の策定、令和５年度に管理システムの基礎

情報の更新、今年度は管理システム基礎情報のデー

タ出力とリスト化に着手し、一部空家の除却を確認し

ている。  

  

不不登登校校のの実実態態ににつついいてて問問うう  

問問    県県ののままととめめにによよるるとと県県内内公公立立学学校校のの不不登登校校数数はは、、  

１１９９６６８８年年以以降降でで最最多多ととああるる。。令令和和５５年年度度のの当当町町のの不不

登登校校やや問問題題行行動動のの実実態態はは。。  

答答  令和５年度の不登校児童生徒数は、小学校２８人、

中学校４２人、合計７０人。教師に対する暴力行為は

小学校１件、中学校２件、計３件。児童生徒間や対人、

器物破損も含めた暴力行為は小学校２２件、中学校

１８件、計４０件。 

再再    不不登登校校のの問問題題はは保保護護者者がが精精神神的的にに追追いい込込ままれれるる

ケケーーススもも多多いい。。思思いいをを吐吐きき出出せせるる居居場場所所のの整整備備とと多多くく

情情報報にに接接すするるよよううなな支支援援がが必必要要とと考考ええるるがが町町のの対対策策はは。。   

答答  不登校は誰にでもあり得る問題であり、相談室で

は子どもだけでなく保護者からの相談も受けている。

ＳＳＷ（※１）を配置し、子ども、保護者、学校を結ぶ役

割を担っている。 
（※１）スクールソーシャルワーカー。児童生徒が抱えている問題に対

して関係機関と連携しながら支援を行う専門職。   
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学学校校給給食食のの取取りり組組みみににつついいてて問問うう  

問問    「「食食育育基基本本法法」」でではは学学校校ででもも食食育育にに取取りり組組むむこことと

のの重重要要性性がが示示さされれ「「学学校校給給食食法法」」でではは一一層層のの地地場場

産産物物のの活活用用がが求求めめらられれてていいるる。。特特にに各各地地域域のの優優れれたた

伝伝統統的的なな食食文文化化ににつついいてて理理解解をを深深めめるるここととがが明明記記ささ

れれてておおりり、、郷郷土土料料理理はは身身近近なな食食材材をを通通ししてて地地域域独独自自

のの食食文文化化をを見見直直すすききっっかかけけににももななるる。。  

学学校校給給食食はは地地元元産産業業をを応応援援しし郷郷土土のの良良ささをを実実感感

ささせせ、、若若者者がが将将来来定定住住ししててくくれれるるここととにに繋繋ががるる。。町町はは

そそののよよううなな取取りり組組みみををししてていいるるののかか伺伺うう。。  

答答  町学校給食センターでは、献立に行事食、季節料

理、郷土料理などを取り入れ、県産・町内産の地場

産物を積極的に活用している。 

また、各学校において栄養教諭、学校栄養職員に

よる食に関する授業、地元産の食べ物に興味を持っ

てもらうことなどを目的とした地産地消給食などの

取り組みをしている。 

問問    おおいいららせせ町町産産食食材材のの利利用用率率はは重重量量ベベーーススでで何何％％

かか。。ままたた、、そそのの利利用用率率はは高高いいののかか。。  

答答  令和５年度町内産食材の利用率は重量ベースで

１１．４％になっている。県平均１３．７％に対してやや

下回っているが、県産食材利用率では県平均利用

率の６５．３％に対して町の利用率が７１．６％と上回

っている。  

問問    現現在在、、地地元元産産ととししてて米米ややキキャャベベツツ、、大大根根、、人人参参、、キキノノ

ココ類類、、味味噌噌をを給給食食にに活活用用ししてていいるるがが、、町町でで生生産産量量のの

多多いい野野菜菜（（白白菜菜ややごごぼぼうう等等））、、魚魚介介類類（（ホホッッキキ貝貝等等））

がが活活用用ででききなないいののははななぜぜかか。。  

答答  県産・町内産の地場産物については積極的に取

り入れているが、食材によっては数量、価格において

仕入れることが難しい物もある。 

また、限られた時

間で調理することか

ら活用できない食材

もある中で、献立を

工夫して少しでも多

く取り入れるようにし

ている。 
  

  

問問    当当町町のの一一食食ああたたりりのの給給食食のの金金額額はは、、小小学学校校２２７７５５

円円、、中中学学校校がが３３２２００円円ででああるる。。八八戸戸市市はは小小学学校校がが３３１１５５

円円、、中中学学校校がが３３７７５５円円ででああるる。。物物価価高高騰騰がが毎毎月月続続いいてて

いいるるののでで、、ささららななるる値値上上げげをを検検討討しし対対応応ししてていいくく考考ええ

ががなないいかか伺伺うう。。  

答答  １２月から学校給食用精米価格の大幅な引上げ

があったため、来年度の単価の見直しを検討している。 

問問    地地産産地地消消給給食食のの実実施施校校（（下下田田小小学学校校、、百百石石小小学学

校校、、甲甲洋洋小小学学校校））にに２２００００円円のの保保護護者者負負担担ががああるるがが、、

解解消消ででききなないいかか。。  

答答  地産地消給食は希望する学校において食育事業

として実施しており、通常の給食の他に、県産・町内産

の食材を使った料理を追加しているので、差額相当

分についてはこれまでどおり進めていく。  

問問    食食物物アアレレルルギギーーのの児児童童生生徒徒はは各各学学校校何何人人かか。。そそのの

対対策策ははどどううななっってていいるるののかか伺伺うう。。  

答答  食物アレルギーに対応している児童生徒数は、下

田小学校３人、木内々小学校８人、木ノ下小学校１７

人、百石小学校１２人、甲洋小学校４人、下田中学校

２人、木ノ下中学校７人、百石中学校１人の合計５４人。 

対策は児童生徒の状況に応じて、乳卵除去食の提

供、牛乳を麦茶に変更、アレルギー成分を記載した詳

細献立表による個別除去、一部弁当持参、完全弁当

持参の５種類。 
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１１００  ○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○  

  

町町のの農農福福連連携携のの取取りり組組みみににつついいてて問問うう  

問問    国国のの「「農農福福連連携携推推進進ビビジジョョンン」」にに掲掲げげらられれたた課課題題

のの内内容容はは。。  

答答  「知られていない」は、農福連携という言葉は耳に

する機会が増えているが、その取り組み自体がよく知

られていないこと。「踏み出しにくい」は、どのようには

じめていいか分からない、手間や費用が掛かるので

はないかといった思いがあること。「広がっていかな

い」は、すでに取り組んでいる農業者や福祉事業所

もあるが、社会全体への広がりが見えにくいことなど

が挙げられる。 

問問    町町のの取取りり組組みみ経経過過ににつついいてて  

答答  これまで町の具体的な取り組みはない。県では、

県内６地域すべての県民局が中心となり連絡協議

会等で農福連携を推進している。上北地域県民局

での連携会議には当町を含め管内市町村の農業と

福祉部門の他、各事業所等が参画し、広域的な取り

組みにより農福連携施策を実践している。  

問問    当当町町ででもも障障ががいい者者のの農農作作業業をを支支援援すするる「「農農業業ジジョョ

ブブトトレレーーナナーー」」のの養養成成はは必必要要とと思思ううがが。。  

答答  障がい者がスムーズに作業に取り組めるように支

援するジョブトレーナーの存在は欠かせないものと思

っている。県がそのための講座を開催していることか

ら、その機会を活用して多くの方に周知を図っていき

たい。 
  

空空きき家家解解消消のの対対策策はは  

問問    法法改改正正にによよるる「「空空きき家家」」「「特特定定空空きき家家」」「「管管理理不不全全

空空きき家家」」のの定定義義はは。。  

答答  「空き家」は「空き家等」として居住その他の使用

がなされていない状態のものが「空き家」で立木そ

の他を含むその敷地を「等」として「空き家等」。「特

定空き家等」はそのまま放置すれば倒壊もしくは保

安上危険となる恐れのある状態。「管理不全空き家

等」はそのまま放置すれば特定空き家等になる恐れ

のある状態。 
 

問問    町町内内のの「「空空きき家家等等」」「「特特定定空空きき家家等等」」「「管管理理不不全全空空

きき家家等等」」のの町町内内別別実実態態はは。。  

答答  今年度に把握した空き家等は３９７戸。このうち、D

ランクと言われる利活用が不可能な空き家は６戸あ

り、今後、管理不全空き家等と特定空き家等に位置

付けることになる。  

再再    利利活活用用がが不不可可能能なな空空きき家家はは二二川川目目地地区区だだけけででもも

６６戸戸以以上上ああるる。。町町内内全全体体のの実実態態だだとと５５００戸戸以以上上ああるるとと

思思ううがが数数字字のの根根拠拠はは。。  

答答  平成２７年度に調査した数字を基に増減している。

除却した空き家は把握しているが、新たにＤランクと

なった空き家については更新できていない。  

問問    空空きき家家解解消消にに向向けけたたここれれままででのの取取りり組組みみはは。。  

答答  平成２７年度に空家の実態調査及びシステム構

築、２８年度に空家バンクの創設、３０年度に空家等

対策計画の策定、令和５年度に管理システムの基礎

情報の更新、今年度は管理システム基礎情報のデー

タ出力とリスト化に着手し、一部空家の除却を確認し

ている。  

  

不不登登校校のの実実態態ににつついいてて問問うう  

問問    県県ののままととめめにによよるるとと県県内内公公立立学学校校のの不不登登校校数数はは、、  

１１９９６６８８年年以以降降でで最最多多ととああるる。。令令和和５５年年度度のの当当町町のの不不

登登校校やや問問題題行行動動のの実実態態はは。。  

答答  令和５年度の不登校児童生徒数は、小学校２８人、

中学校４２人、合計７０人。教師に対する暴力行為は

小学校１件、中学校２件、計３件。児童生徒間や対人、

器物破損も含めた暴力行為は小学校２２件、中学校

１８件、計４０件。 

再再    不不登登校校のの問問題題はは保保護護者者がが精精神神的的にに追追いい込込ままれれるる

ケケーーススもも多多いい。。思思いいをを吐吐きき出出せせるる居居場場所所のの整整備備とと多多くく

情情報報にに接接すするるよよううなな支支援援がが必必要要とと考考ええるるがが町町のの対対策策はは。。   

答答  不登校は誰にでもあり得る問題であり、相談室で

は子どもだけでなく保護者からの相談も受けている。

ＳＳＷ（※１）を配置し、子ども、保護者、学校を結ぶ役

割を担っている。 
（※１）スクールソーシャルワーカー。児童生徒が抱えている問題に対

して関係機関と連携しながら支援を行う専門職。   

 

[

10
月
臨
時
会]

 
 

 
 

 
 
[

全
員
協
議
会]

 
 

 
 

 
 
[

12
月
定
例
会
議
案]

 
 

 
 

 
 

[

定
例
会
補
正
予
算]

 
 

 
 

 
 

[[

一一
般般
質質
問問  

５５
名名]] 

 
 

 

 

 

農福連携の取り組みについて問う 
 

平野
ひ ら の

 敏彦
としひこ

 議員 

○おいらせ町議会だより 2025.1.27 発行／懸橋かけはし第７６号○  １１１１ 

学学校校給給食食のの取取りり組組みみににつついいてて問問うう  

問問    「「食食育育基基本本法法」」でではは学学校校ででもも食食育育にに取取りり組組むむこことと

のの重重要要性性がが示示さされれ「「学学校校給給食食法法」」でではは一一層層のの地地場場

産産物物のの活活用用がが求求めめらられれてていいるる。。特特にに各各地地域域のの優優れれたた

伝伝統統的的なな食食文文化化ににつついいてて理理解解をを深深めめるるここととがが明明記記ささ

れれてておおりり、、郷郷土土料料理理はは身身近近なな食食材材をを通通ししてて地地域域独独自自

のの食食文文化化をを見見直直すすききっっかかけけににももななるる。。  

学学校校給給食食はは地地元元産産業業をを応応援援しし郷郷土土のの良良ささをを実実感感

ささせせ、、若若者者がが将将来来定定住住ししててくくれれるるここととにに繋繋ががるる。。町町はは

そそののよよううなな取取りり組組みみををししてていいるるののかか伺伺うう。。  

答答  町学校給食センターでは、献立に行事食、季節料

理、郷土料理などを取り入れ、県産・町内産の地場

産物を積極的に活用している。 

また、各学校において栄養教諭、学校栄養職員に

よる食に関する授業、地元産の食べ物に興味を持っ

てもらうことなどを目的とした地産地消給食などの

取り組みをしている。 

問問    おおいいららせせ町町産産食食材材のの利利用用率率はは重重量量ベベーーススでで何何％％

かか。。ままたた、、そそのの利利用用率率はは高高いいののかか。。  

答答  令和５年度町内産食材の利用率は重量ベースで

１１．４％になっている。県平均１３．７％に対してやや

下回っているが、県産食材利用率では県平均利用

率の６５．３％に対して町の利用率が７１．６％と上回

っている。  

問問    現現在在、、地地元元産産ととししてて米米ややキキャャベベツツ、、大大根根、、人人参参、、キキノノ

ココ類類、、味味噌噌をを給給食食にに活活用用ししてていいるるがが、、町町でで生生産産量量のの

多多いい野野菜菜（（白白菜菜ややごごぼぼうう等等））、、魚魚介介類類（（ホホッッキキ貝貝等等））

がが活活用用ででききなないいののははななぜぜかか。。  

答答  県産・町内産の地場産物については積極的に取

り入れているが、食材によっては数量、価格において

仕入れることが難しい物もある。 

また、限られた時

間で調理することか

ら活用できない食材

もある中で、献立を

工夫して少しでも多

く取り入れるようにし

ている。 
  

  

問問    当当町町のの一一食食ああたたりりのの給給食食のの金金額額はは、、小小学学校校２２７７５５

円円、、中中学学校校がが３３２２００円円ででああるる。。八八戸戸市市はは小小学学校校がが３３１１５５

円円、、中中学学校校がが３３７７５５円円ででああるる。。物物価価高高騰騰がが毎毎月月続続いいてて

いいるるののでで、、ささららななるる値値上上げげをを検検討討しし対対応応ししてていいくく考考ええ

ががなないいかか伺伺うう。。  

答答  １２月から学校給食用精米価格の大幅な引上げ

があったため、来年度の単価の見直しを検討している。 

問問    地地産産地地消消給給食食のの実実施施校校（（下下田田小小学学校校、、百百石石小小学学

校校、、甲甲洋洋小小学学校校））にに２２００００円円のの保保護護者者負負担担ががああるるがが、、

解解消消ででききなないいかか。。  

答答  地産地消給食は希望する学校において食育事業

として実施しており、通常の給食の他に、県産・町内産

の食材を使った料理を追加しているので、差額相当

分についてはこれまでどおり進めていく。  

問問    食食物物アアレレルルギギーーのの児児童童生生徒徒はは各各学学校校何何人人かか。。そそのの

対対策策ははどどううななっってていいるるののかか伺伺うう。。  

答答  食物アレルギーに対応している児童生徒数は、下

田小学校３人、木内々小学校８人、木ノ下小学校１７

人、百石小学校１２人、甲洋小学校４人、下田中学校

２人、木ノ下中学校７人、百石中学校１人の合計５４人。 

対策は児童生徒の状況に応じて、乳卵除去食の提

供、牛乳を麦茶に変更、アレルギー成分を記載した詳

細献立表による個別除去、一部弁当持参、完全弁当

持参の５種類。 
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第第１１回回定定例例会会ののおお知知ららせせ  
令令和和７７年年３３月月６６日日((木木))午午前前1100時時かからら  

日程の詳細は３月上旬に町ホームページを 
ご確認ください。 

 

●問い合せ 議会事務局(本庁舎３階) 

●電話 ０１７８(５６)２１１２ 

 

町民の皆様、令和７年明けましておめでとうございます。 

さて、昨年度は１月１日より能登半島で、地震、大津波、大

火災をはじめとし、世界各地を震撼させております。 

また、ロシア対ウクライナ、エルサレムのガザ地区その他近

隣への絶間なき砲弾の雨。しかし、地球上の戦争、災害はす

べて人間のエゴから始まっていると思うと反省しきりです。地

球温暖化の高まり「ＣＯ₂」です。 
町民の皆さん、改めて平和への思

いを胸に手を繋ぎあいましょう。 
私の故郷、沖縄にいつの時も大切

にされている言葉があります。「ぬちど
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１２月定例会の傍聴

者は２３名でした。 

おいらせ町議会では

皆様の傍聴をお待ち

しております。 

 

 

議会の動き  令和６年１０月～１２月 

【【１１００月月】】  

１１日 議会広報編集調査特別委員会（本庁舎会議室） 

２２日 正副議長・委員長研修会（青森市） 

３０日 第２回 臨時会（議場） 

【【１１１１月月】】  

  １日 上北郡町村議会議長会議員研修（七戸町） 
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ついて調査しました。 
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と職員の作業負荷

軽減を図り、令和７

年度末の電子化完

了に向けて取り組

んでいました。 

町議会ではこれまでクールビズ

として実施していたノーネクタイ

議会を通年で実施します。           

ご理解をお願いいたします。  

 

 

 

 

6 名の委員が参加し、農福連携による障がい者の就
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体が連携して取り
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にされている言葉があります。「ぬちど

う宝」命こそ宝という意味です。 
千年紀語れば雄叫び、蹄の音 
軍靴、砲弾 雨のさくら花 

「ぎかいだより懸橋」に 

表表紙紙写写真真ををおお寄寄せせくくだだささいい  
町の魅力あふれる写真をお待ちしています。 

送付先 おいらせ町議会事務局 議会広報係 

電 話 ０１７８－５６－２１１１（代表） 

メ ー ル gikai@town.oirase.aomori.jp 
 

  

広報委員長 日
ひ

野口
の ぐ ち

 和子
か ず こ

 

 

１２月定例会の傍聴

者は２３名でした。 

おいらせ町議会では

皆様の傍聴をお待ち

しております。 

 

 

議会の動き  令和６年１０月～１２月 

【【１１００月月】】  

１１日 議会広報編集調査特別委員会（本庁舎会議室） 

２２日 正副議長・委員長研修会（青森市） 

３０日 第２回 臨時会（議場） 

【【１１１１月月】】  

  １日 上北郡町村議会議長会議員研修（七戸町） 

６～８日 総務文教常任委員会県外調査活動（長野県） 

13～15 日 産業民生常任委員会県外調査活動（三重県） 

２２日 第５回 議員全員協議会（本庁舎会議室） 

２５日 産業民生常任委員会（本庁舎会議室） 

２９日 議会運営委員会（本庁舎会議室） 

【【１１２２月月】】  

５ ～ １ ０ 日 第４回 定例会（議場） 

 

 

 

６名の委員が参加し、ＤＸ・デジタル化推進事業に

ついて調査しました。 

深刻化する人材不足と住民ニーズの多様化等に対

応するための各種証明書申請や届出がインターネッ

ト上で完結するサービスを導入し市民の利便性向と 

職員の作業負荷軽

減を図り、令和７年

度末の電子化完了

に向けて取り組ん

でいました。 

町議会ではこれまでクールビズ

として実施していたノーネクタイ

議会を通年で実施します。           

ご理解をお願いいたします。  

 

 

 

 

6 名の委員が参加し、農福連携による障がい者の就

労支援に向けた取り組みについて調査しました。 

名張市では、障害者アグリ雇用推進協議会を設立

し、障がい者やひきこもり等、生きづらさを抱える方 

が生きがいを持っ

て社会参加できる

仕組みづくりを、行

政と協議会、関係団

体が連携して取り

組んでいました。 

 調査活動とは、常任委員会の所管事務について他の自治体の施策や先

進的な取り組みを現地に赴き調査し、町の現状を踏まえた上で、課題解決や今後のまちづくりに活かすための

重要な議会活動です。 

 

 

 

調査地で説明を聞く各委員 

 

１１１１月月６６～～８８日日  １１１１月月１１３３～～１１５５日日  

 

 

産産業業民民生生常常任任委委員員会会  三三重重県県名名張張市市  
農福連携の取り組みについて 

 

 

総総務務文文教教常常任任委委員員会会  長長野野県県松松本本市市  
電子申請手続システムの構築と運用について 
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令令和和７７年年３３月月６６日日((木木))午午前前1100時時かからら  

日程の詳細は１２月上旬に町ホームページを 
ご確認ください。 
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